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図 1 AJ摂取による血漿中の TAsAの変化 

 n=5、値は平均±標準誤差で表した。 
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Ⅰ.緒言 

 ビタミン C（アスコルビン酸；AsA）は、体内で強い抗酸化物質として働くほか、コ

ラーゲン繊維の構築やコレステロールなどの脂質代謝、アドレナリンなどカテコール

アミンの合成に重要な酵素を助ける補因子としての働きもある必須栄養素である。AsA

の豊富な食物として果物一般が挙げられるが、りんごの AsA 量は、他の果物と比較す

ると明らかに少ない。しかし、りんごを摂取することで、摂取したりんごの AsA 量以

上の量が体内で増加していたという報告があった１）。AsA は、通常尿中に排泄させるの

で、腎臓での AsA の再吸収が、りんご摂取による体内 AsA 量の増加と関係があること

が考えられた。腎臓での AsA の再吸収は、Sodium-dependent Vitamin C Transporter 1

（SVCT1）が担っていることが知られている。 

 そこで、りんご果汁摂取による体内 AsA 量の変動と腎 SVCT1 の関係を解明すること

を目的として実験を行った。 

 

Ⅱ.研究方法 

 AsA を合成することが出来ない ODS 雄性ラットを用い、対照群（Control 群）と 2%

りんご果汁溶液摂取群（AJ 群）に分け、Control 群には飲料水として、2g/L AsA 溶液

を与え、AJ 群には飲料水として、2%りんご果汁溶液を与えた。飼料及び飲料水は実験

終了時まで自由摂取させた。りんご果汁飲料の調製については、りんご果汁 2%含有飲

料の総アスコルビン酸（TAsA）濃度を 2g/L AsA 溶液と同濃度の 2g/L に揃えた。 

 馴化飼育終了日を 0 日目として、0 日目、及び 2、4 週目の血液及び尿を採取し、４

週間飼育後に解剖した。血液及び臓器を実験に供した。 

 尿中及び血中の総アスコルビン酸（TAsA）量は市販キットを用いた。腎 SVCT1 タン

パク質の発現量は、ウエスタンブロット法に

て測定した。 

 

Ⅲ.結果および考察 

1. 血漿及び尿の TAsA 濃度の変化 

 血漿の TAsA は、2 週目で Control 群、AJ

群がほぼ同濃度となったが、 4 週目では

Control 群の濃度が低下傾向を示した。そ

れに対して、AJ 群では 2 週目の濃度からあ

まり変化は見られなかった（図 1）。尿の
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図 2 AJ摂取による血漿中の TAsAの変化 

n=5、値は平均±標準誤差で表した。 

 
 
 

TAsA は、飼育期間中、Control 群、AJ 群がほぼ同濃度であった。（図 2）これらの結果

から、AJ 群の血漿 TAsA 濃度が保たれたの

は、腎臓での AsA 再吸収とは関係がないと

考えた。 

2.AJ 摂取による腎 SVCT1 発現への影響 

 腎 SVCT1 発現は、Control 群と AJ 群で統

計学的有意差は見られなかった。SVCT1 遺

伝子が欠損したマウスでの尿中 AsA 濃度は、

野生型マウスよりも高かったという報告 2)

があったため、SVCT1 タンパク質の発現量

と尿中 AsA 濃度は逆相関することが予想さ

れた。しかしながら、腎 SVCT1 と尿 TAsA 濃

度の間には正の相関が見られた（図 3）。こ

れらのことから、SVCT1 発現の増加と、尿

中 TAsA 濃度の増加が密接に関わっている

ことが示され、前述の予想とは逆の結果と

なった。SVCT1 は、高濃度の AsA 取り込み

に関与しており、低濃度では作用しないこ

とが知られている 3)。そのため本研究では、

糸球体ろ液の AsA 濃度が通常よりも低濃度

であったため、高濃度の AsA の取り込みを

行う SVCT1 による再吸収が起こらなかった

のではないかと考えられた。 

 

Ⅳ．考察 

血漿の TAsA は、Control 群が飼育期間中に低下傾向を示した。尿の TAsA は、両群で

同濃度であった。このことから、血漿の TAsA 濃度の保持には腎臓の再吸収は関与しな

いのではないかと予想した。この予想を確かなものとするために、腎 SVCT1 タンパク

質の発現量を測定した。腎 SVCT1 と尿 TAsA 濃度の間には正の相関が見られたため、本

研究では、糸球体ろ液の AsA 濃度が通常よりも低濃度であったため、SVCT1 による再吸

収が起こらなかったのではないかと考えた。今後の課題として、ラットに与えるビタ

ミン C 濃度の再検討が上げられる。 
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図 3 SVCT1タンパク質発現と尿 TAsAの相関 

n=10 

 

 


